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「国際地域学」構築のためのひとつの問題提起
1 。国際地域学部創設の契機
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後 はそれだけではなく「地域」の中に個別（特殊）性を超 えてグローバルな共通 （普遍）性を見い
だし、個別 （特殊）性 と共通 （普遍）性 とを秤に掛けて見るような比較考量 を重視する研究の視点
がよりいっそう要請されるようになると思われるからである。
今後の世界では、「国際化」、［グロ ーバル化］、「ボーダーレ ス化」と呼ばれるような現象が、科学
技術 のいっそうの発展を伴いながら、国家経済や国際政治、あるい は多国籍企業 のようなマ クロな
部門 ばかりではなく、地方の小規模な地場産業や庶民・大衆の生活の場面においても浸透し、日常
化していくであろう。そして、必ずしもハンチントンの言うような意味合いで はない と考 えるが。
「文明」 と「文化」の伝搬 と相互浸透に伴う反作用としての衝突 あるいは融合・妥協が大量 に起こ
るであろうし、 そのような動向の中で世 界的な社会制度の調整 も進 んでいくことが予想される。す
なわち、これからは世界各国 の地方分権の進行の影響も受 けて、「地域間交流」が ます ます盛 んにな
り、 またそのことが必要 とされ、「地域際」問題がどんどん表面化し てくる時代になるのではなかろ
うか。
私の予測 に間違いがなければ、20 世紀が「国際化」の時代であったとすれば、21 世紀 は「地域際
化」の時代 になるであろう。したがって、「国際地域学」は まさ に世界の「地域際化」を研 究する学
問 となることがふさわしいので はないだろうか。 そうであれば、「地域」の把握 の視点はや はり「世
界中どこにで もあ る『地域』」が至当であると考える。
3 。具体的な取り組み





ような方法 を採用して もかまわないのであり、 そのこと自体 には何の問題もない。問題 はそのよう
なところにあるのではな く、物理的な測定も含めて以下の三つの問題を考えている。
第 目こは「地域内」分析 と「地域間」分析とを質的にいかに結びつけてい くかという問題がある。
また、それぞれのファカルティ・メンバーの専門分野 は異なっている。すなわち、 この分野 に手慣
れた「国際地域学者」の集 まりではないのだから、それぞれの専門分野間の連携をどのようにして
進めていくかということが第2 の問題であると考えている。
さらに、第3 の問題 は第1 と第2 の問題をどのようにして実現していくかということであ る。 こ
れは問題と言うよりは提案といった方が良いのであろうが、「学問に王道なし」という金言があるよ
うに私にも奇策はない。 それぞれのファカルティ・メンバーが各自の研究に「世界中どこにでもあ











































年 に永久免許が下りた頃であった。そし て、昭和42 年に初 めて村田元町長がベ ルンドルフの町を












際的な姉妹都市関係は珍しい ことで はないが、このように「なんだ、われわれと 『そっくり』では
ないか」 という相互認識が基礎にあ ること、生活文化の基盤を意識の上で共有で きることが重 要で
あり、 そのような 「特定の地域」はあちこちにけっこう存在してい るのではないかと思 う。このこ
とは「世界中どこにでもある『地域』」の1 側面であ る。
（2）「科学」を親子と地域関係の柱に



















































6 。 ま と め
以上、私の考えに参考になると思われる事例として、地域の自然環境や地場産業に密接に結びつ
いた生活文化の中に「普遍性」を見いだすという観点の事例と、今や高度な産業社会を築き上げる
原動力として、地域の枠を超えて広がり人間の創造的な活動を促進する「科学」という「普遍性」
に着目した地域興しに取り組むというふたつの地域開発の事例を紹介した。これらの事例はその
ターゲットは異なるが、どこかでそれぞれ「人間性」の開発につながるテーマを選んでいるという
ところに共通性を見いだすことができる。
「世界中どこにでもある『地域』」を「国際地域学」構築の視点とするということは、どこの地域
にも何か「普遍性」が顕在的にあるいは潜在的に存在していることを前提とすることであり、それ
を明確にしていくことであろう。そのためにわれわれはできうる限り地域に入って行くことが必要
であり、われわれが「地域」の人々の生活を研究対象としてしっかりと「見据える」ことである。
そのことは同時に彼らによって我々もしっかりと「見据えられる」ということを意味する。そのよ
うな相互の緊張関係が「国際地域学」の中に『魂』を吹き込み、当学部を支えるバイタリティにな
ると考える。そしてその『魂』はやはり「人間性」によって支えられていかなければならないと思
うのである。
これからの「大学冬の時代」に「暖かいマント」を無償で提供してくれる人は少ない。近隣や世
界中の地域としっかりした「ギブ・アンド・テイク」の関係を結ぶことによって、「暖かいマント」
を自ら紡ぎ、機織っていかなれば生き残っていけないであろう。その第一歩として、まず足下（地
元）の地域との連携において何ができるかをしっかりと見据えることから始めるのが良いと考える。
謝辞：この文を記すにあたって、岩手県大迫町の事例については（財）政策科学研究所発行（平成10
年9 月）、「21世紀フォーラム」第66号p32 ～39、「神楽とワインの里」（日本の村研究会）を引用さ
せていただいた。また、茨城県総和町の事例については、中山隼雄科学技術文化振興財団の研究助
成を受けて実施している、著者を研究代表者とする『地域に定着した親子で楽しむr 科学遊び』の
開発と運営に関する研究」の成果の一部を紹介したものである。この場を借りて、関係者の方々に
お礼を申し上げたい。
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